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PK‐PD解析概論 
( PK-PD analysis)

【概要】

　患者個々に最適な薬物治療を行うことを目的として、薬物の治療効果／副作用を規定するさまざまな因

子が明らかにされてきた。これらの因子を、薬物血中濃度を規定する因子と、薬物血中濃度と治療効果／

副作用との関係を規定する因子に分けて考え、より合理的に薬物治療を行うこと、またはその基盤となる

理論をPK-PD理論という。PK は薬物動態学pharmacokinetics、PDは薬力学pharmacodynamicsに由来する。

本講義ではPK-PD理論に関する最新の知見を紹介する。���

【授業の一般目標】

　PK-PD理論に関する最新の知見を理解し、その考え方を創薬あるいは医療現場において活用できる能力

を修得する。���

【準備学習(予習・復習)】

　分析化学、薬物動態学、生体分析化学、テーラーメイド薬物治療学、放射薬学に関する知識が必要であ

るので、復習して講義に臨むこと。予習と復習を合わせて1週間あたり150分程度の学修が必要であると考

えられる。

【学習項目・学生の到達目標と、対応するSBOコード】
No 学習項目 担当教員 学生の到達目標 SBOコード

1 抗がん薬のPK-PD解析 栄田 ☆抗がん薬のPK-PD解析の意義について説明できる。 ☆

2 糖尿病治療薬のPK-PD解析 栄田 ☆糖尿病治療薬のPK-PD解析の意義について説明できる。 ☆

3 抗菌薬のPK-PD解析 伊藤 ☆抗菌薬のPK-PD解析の意義について説明できる。 ☆

4 マイクロドーズ試験 木村寛 ☆非標識もしくは放射性標識化合物投与後のマイクロドーズ試験 ☆

法およびヒト臨床試験におけるその重要性を説明できる。

5 非臨床研究におけるPK-PD 安井 ☆非臨床研究における医薬品候補化合物のPK-PD解析の意義につい ☆

解析 て説明できる。

6 特殊患者における臨床PK-P 安井 ☆特殊患者におけるTDMおよび臨床PK-PD解析の実例を説明できる。 ☆

D解析

7 PK-PD 解析に関する理論 河渕 ☆非線形最小二乗法、母集団解析に関する基礎理論について理解 ☆

する。

8 非線形最小二乗法に基づく 安井、伊 ☆非線形最小二乗法に基づく解析ができる。 ☆

解析 藤、河渕

【成績評価方法・基準】

　定期試験（100%）により評価する。

【評価のフィードバック】

　定期試験の講評は、前期成績発表日以後に掲示にて公開する。


